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７－１－６：ブタジェンプラント
〔事　例〕

①　ジエン類の爆発
水素ガス精製用の液体窒素洗浄装置の熱交換器（－１２０～１６０℃）で、突然にぶい爆発音を発して火災が噴出し装置室の屋根にまで達する大火災となった。この火災はすぐにおさまって、保冷材の羊毛くずがくすぶっていただけであったが、約２時間後に２度目の大爆発が起こって、消火作業に従事していた消防隊員に多数の死傷者を出した。最初の爆発の原因は粗製水素ガス中に含まれているppm単位のアセチレン、シクロペンタジェン、ブタジェン、アレンなどの危険性物質が、同じ水素ガスに含まれる微量の窒素酸化物（ＮＯ、ＮＯ２、Ｎ２Ｏ３）などと反応して低温でのみ安定な爆発性物質を蓄積し、なんらかの衝撃で爆発したものと考えられる。第２の爆発の原因は、装置内に残留していた水素ガスと空気とで混合ガスが形成されたうえ、保冷材（温度－１９２℃）に侵入してきた空気が一部液化して、保冷材と液体空気との爆発性混合物となったものに着火して、猛烈な爆発をしたものと考えられる。（○○県、△△社：□□年；死者１１名、負傷者４４名、損害２億４，０００万円）
②　ジエン類の爆発
アンモニア性酢酸銅溶液を使用するブタジェン抽出プラントの精製ブタジェン貯槽（内容７２０㎘、シリンダー型）で爆発が起こり、きのこ雲状の火災は３０mの高さにまで立ちのぼり、工場設備に大きな被害をあたえた。

爆発の原因はその後の研究によってつぎのように結論された。

ブタジェンは酸素と反応して、不安定で爆発性のある液状のバーキオシドを生成するが、貯槽の出口ノズルがすこし上部についていたため、これが底部に蓄積し、分解爆発したことが原因である。

事後の対策として、酸化抑制剤として５０ppmのtert－ブチルカテコールを添加するとか、生成したパーキオシドを分解するかせいソーダ、ベンゼン、スチレンなどを使用することが考えられた。（○○、△△社：１９□□年；負傷者２名、損害約１８，０００万円）

③　ジエン類の爆発
ブタジェンラバー合成装置で運転をとめフリーガスによってパージ中、突然配管中で爆発が起こり、配管を破壊した。

原因はおそらく配管中に蓄積していたジエン類が、フリーガス中の酸化窒素（ＮＯ，ＮＯ２）と反応して（フリーガス中には最高５００ppmの酸化窒素が含まれていたことがある）、爆発性物質が生成して、衝撃発火したものと推定される

④　ビニルアセチレンの濃縮爆発
事故発生当日、ブタジェン原料コンプレッサーの定修のため、吸収塔とストリッピング塔をＳＤし、この後続の予備精製塔と精製塔をトータルリフラックス運転に切換えた。このトータルリフラックス運転によって精製塔内で塔底液中のビニルアセチレンが濃縮され（計算では１０～１５段目で５９％）、リボイラー細管内で重合反応が始まり爆ごうとなったものと推定される。対策として、プラント内のすべての部位においてビニルアセチレン濃度を４０mol％以下に保つことが決められた。（１９○○年　）
















































